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 一般条項 
 

1. 服装違反の減点は、発覚した種目で 1 回のみ決定点から減点（0.30：国内対応）とする。審

判長は、次の種目以降の D1（主審）に伝達する。 
2. オーダーミスの減点は、発覚した最初の選手の決定点から減点（0.30：国内対応）とする。 
3. D スコアへの質問は国内対応としてローテーション内でも認める。最終演技者の場合、次の

ローテーションのウォームアップ内も認める。 
4. 難度表の●印は、FIG 制定の年齢によるジュニア競技会用の規則であり、国内ジュニア大会

とは無関係である。 
5. 器械の準備について 

平行棒について、演技に先立ち（ウォームアップまたは競技で）、競技場内に入れる登録者

であれば誰でも器械の準備を行う事ができる。準備が可能な人数は最大 3 名（選手と他に 2
名）とする。 

6. 演技中のプロテクターの破損（つり輪、鉄棒） 
プロテクターがはっきりと切れ、落下や中断につながった場合、選手は減点なしで演技全体

をやり直すことができる。その際は審判長の許可を得て演技はローテーションの最後に行

う。元々最終演技者であった場合は審判長の裁量で許された時間の後に演技を行う。 
選手が演技やり直しの許可を得るためには、ただちに破損したプロテクターを D1 審判に見

せなければならない。 
7. 落下について（演技再開までの時間設定） 
 器械からの落下についてはいかなる場合も 1.00 の減点を受け、演技再開までには 30 秒の

時間が与えられる。時間の計測は、基本的に選手が立った時点からであるが、立ち上がる

のが遅い場合は選手自身の安全が確認できた時点で計測を開始する。30 秒を超過した場

合、演技を続行することができるが、追加で 0.30 のニュートラルディダクションが適用

される。60 秒を超えても再開しなかった場合、演技終了とみなされる。足が地面から離れ

た時点で計測が停止され、演技再開となる。 
 器械からの落下後において、選手が故意に立ち上がることなく、落下の計測が始まるのを

避ける態度（休息、プロテクターの調整、マグネシウムをコーチに準備させる、正当な理

由なく競技を遅延させる）をとった場合は、2-4 条 e)の記述に基づき次の規則の適用があ

り得る。：「その他のふさわしくない行為－D1 審判によって決定点から 0.30減点」 



 
男子体操競技情報 27 号  

「難度認定及び演技実施の確認事項と FIG 通達」 
 

2 
 

8. 演技の開始 
30 秒以内に演技を開始できなかった場合、0.30 のニュートラルディダクションが適用され

る。60 秒以内に演技を開始しない場合、演技を開始する権利を失う。 
9. 9-2 条.9 に関して：「いかなる理由でも難度の認められなかった力静止技からの引き上げ技

は、難度が認められない。」とあるが、最終終末姿勢の部分については認定する事ができる。 
例）・つり輪－け上がり十字懸垂（角度不認定）から伸腕伸身中水平支持（中水平支持で完璧

な実施）（Ⅱ-89）＝この場合、中水平支持（Ⅱ-10）は D 難度で認定することができる。 
・ゆか－水平支持（静止なし）から伸腕伸身力倒立（2 秒）（Ⅰ-33）＝この場合、倒立（Ⅰ

-19）の A 難度は認定することができる。 
10. 新技について 
 競技での評価について 

・競技予定表の規定通り遅れる事なく提出されなければならない。 
・難度評価にあたり、申請はイラストを添え、USB メモリーによる映像を必須とする。 
・FIG の TC に承認されるまで、競技で与えられた価値は全て暫定的なものとする。 
・オリンピック予選競技で演じられる新技は、当該競技に際し、TC 委員長による仮評価

の確認を要する。 
・競技における評価は可能な限り早く、書面で当該所属と、競技前の審判会議で審判に伝

達される。 
・決定事項は当該競技においてのみ有効である。 
・提出を受け、担当 TC に確認された新技は、競技で技が成功した場合のみ MAG の NL
に初めて記載される。 

 選手名の命名について：（2018 年 2 月 1 日から有効） 
国際試合で最初に発表されたもので、FIG 公式のグループ 1～3 競技（FIG の公式な派遣が

あってもなくても）、またはグループ 4 競技（FIG の公式派遣）において、 
・C 難度以上の実施 
・TC の演技分析を受け、確認された場合のみ名前と難度が与えられる。 
・複数の選手が同時に同一の競技会で同じ新技を発表した場合は、全ての選手名が名付け

られる。 
・所属の選手は意図する新技の映像を、FIG の TC 委員長に、競技会終了後可能な限り早

く、提出する義務がある。加えて、競技会に派遣された担当は、コーチが提出した公式

の映像、元の映像、書面を（可能であれば）提出の上、競技で与えた仮評価の詳細につ

いて、可能な限り早く FIG の TC 委員長に報告する。 
 選手は大欠点なしに FIG 公式大会で新技を実施した場合に技名を得ることができる。 

 
11. 不安定な着地について 

9-4 条 美的・実施欠点による減点、転倒や手の支えのない不安定の着地、中欠点（0.30）
の解釈について 
「大きく１歩、大きくとぶ」の大きくとは、「一足長」を超える幅や距離を示す。  
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 ゆ か 
 

1. 難度認定の確認事項 
1) ゆかにおいて、終末技はグループⅣの技として判定するとともにグループⅡ・Ⅲ内 5 技の一つ

としてもとらえられる。終末技を含めて同一グループの技が 6 技以上あった場合、終末技を最

初に数え、最も低い難度の技を除外する。 
2) グループⅡ・Ⅲの技が終末技のみで実施された場合（その他では実施なし）、その技はグループ

Ⅳとみなされ、グループⅡ・Ⅲとしての 0.50 を D スコアに加算しない。 
3) 終末技で、既に実施された技を繰り返した場合、終末技の難度は不認定となる。 
4) 演技は両足をそろえて着地する跳躍技で終了しなければならない（グループⅠでは満たせな

い）。 
5) ベスト 10 に含まれていない技でも組合せ加点を与えることができるが、繰り返し技やグルー

プ内で 5 技を超えて削除された技との組合せは認定しない。組合せ加点が得られるのは、価値

の高い方から最大 2 回までとする（切り返し系の宙返り技を除く）。 
6) 連続された宙返り技の着地で大欠点があった場合や、瞬時のコントロールも示さずに伏せるよ

うな実施(－0.50)は、組合せ加点の対象としない。 
7) 両足旋回から続けられたロシアン転向技は、両足抜きの後の正面支持から転向度数を数える。

また、両足旋回を挟まないでロシアン転向技を実施した場合、最初の正面支持から転向度数を

数える。 
8) すべての力倒立技は静止が必要であり、静止時間と技の認定に関してはより厳密に判定する。 
9) 二つの力技で一つの難度を得る技において、片方に静止がみられなかった場合は、もう片方

の低い難度のみを認定する。例えば、マンナ（1秒）から伸腕屈身力倒立（静止無し）を行っ

た場合、マンナのC難度のみを認定する。静止のない力静止技から倒立（2秒）に持ち込んだ

場合は倒立のA難度のみが認定される。 
10) 採点規則10-2条2.7.a)の補足説明として、倒立前転開脚浮腰支持経過倒立（Ⅰ-44）・倒立か

ら伸膝前転脚前挙支持経過倒立（Ⅰ-45）は力技に属する。これらの技は、倒立から行う必要

はない。 
 
 
 

Ⅰ-44             Ⅰ-45 
11) 一演技中、最大 2 つまでの力技と、2 つまでの旋回系の技の価値が、難度順に認められる。 
12) 後ろとびひねりから開始される技は、全てグループⅢに該当する枠に統合された。 
13) 故意に横向きに着地した技は認定されない。 
14) 開脚座から伸腕屈身力十字倒立で、脚に体重がかかる実施は B 難度で判定する。 
15) 難度表に記載のない転になる技、開脚の力静止技、開脚のロシアン転向技は認められない。 
16) 「開脚旋回 270°以上ひねり直接倒立（2 回の旋回で）」では、余分な旋回を挟んだ実施は認め

られない（ひねり続ける）。「270°以上」「2 回の旋回で」の条件はより厳密に判定する。 
17) 「開脚旋回とび 1 回ひねり倒立、開脚旋回（2 回のとびを伴う）」では、1 回のとびでは認定し

ない。またこの技は、前後に技を加えても、難度の格上げにはならない。 
例：前にシュピュンデルを行っても、格上げにはならない。 
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18) 新しく追加された技 
 ①前方伸身宙返り7/2ひねり（ゴシマ）：G難度（Ⅱ-48） 
 
 
 
 
 
 
 
②前方かかえ込み2回宙返り3/2ひねり（ザパタ）：G難度（Ⅱ-60） 

 
 
 
 
 
 
③前転から手を広げた開脚浮腰支持経過十字倒立（リーク）：C 難度（技番号未定） 
 
 
 
 

19) 新しく追加された技名 
 ①後方伸身宙返り 7/2 ひねり（ゴンザレス）：E 難度（Ⅲ-23） 
 
 
 
 
 
 
 
2. 演技実施上の確認事項 
1) すべての力技（力倒立群を含む）には静止が必要であり、静止時間が2秒に満たない場合は

0.30、静止が見られない場合は0.50の減点となる。 
2) ロシアン転向技で反り身の目立つ姿勢は減点（0.10）。 
3) 「倒立から伸膝前転脚前挙支持経過倒立（2秒）Ⅰ-45」において、脚を抜いて倒立に達する

過程で開脚しても減点の対象としない。 
4) 十字倒立への経過で、速いリズムで倒立に持ち込む捌きの減点（0.10）。 
5) 脚上挙支持において、上半身と脚部に開きがあるような捌きは柔軟性に欠ける減点の対象とな

る（0.10、0.30）。マンナは、脚部の裏側が水平で減点なしとなり、9-2 条 8 に則って角度の減

点がなされる（＜15°：0.10、＜30°：0.30）。 
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6) タンブリング間の動き・コレオグラフの工夫は演技の持ち味となるが、無味乾燥とした動

き、コーナーでの単純な場所取りや方向転換、アクロバット技の前の長すぎる停滞（2秒以

上）は減点となる。宙返りの着地後すぐにコーナーなどへ移動する捌きは、安定した着地を

とることができる実施を前提とし、不安定な着地姿勢からの移動は実施減点となる（0.10、
0.30）。 

7) コーナーへの単純なステップや移動は、0.10の減点（良い動きで少なくとも180°のターンが

含まれなければならない）。宙返りの着地後にジャンプをして伏せる捌きは認められない。安

定した着地を示した後にジャンプをして伏せる動きは差し支えない。不安定な着地から前に

倒れ込むようなジャンプは大欠点となる。 
8) アクロバット技の連続で安定した着地を示しても高さ（浮き）がない場合、実施減点となる。 
9) アクロバット技のやや高さがない実施の減点（0.10）。 
10) アクロバット技の連続でひねり不足が明らかな場合の減点（0.30）。 

ひねりの過不足による斜め向きの着地から次のアクロバット技につなぐ実施も減点の対象で

ある（小・中・大欠点）。 
11) 転になる技の支持局面で、手の甲で転になる実施の減点（0.30）。 
12) 難度表に伸身以外の姿勢の設定がない技は（例：Ⅱ-40「前方伸身宙返り 2 回ひねり」）、伸身

で行うものとする。これらの技をかかえ込みや屈身姿勢で実施した場合は、「不明瞭な姿勢」

として、0.10・0.30・0.50 の実施減点となる。また、かかえ込み宙返りにおいて不明瞭なかか

え込み姿勢は実施減点となる。 
13) 2 回（以上）宙返り技は回転ごとではなく、全体で減点とする。（例：わずかに脚の開いた 2 回

宙返り≠−0.20）。 
14) 倒立へ上げる途中での脚の下がりは、減点の対象となる（9-3条2.d)。 

15°まで・・・・－0.10 
16°～30°・・・－0.30 
31°～45°・・・－0.50 
45°を超える・・－0.50（不認定） 

15) 「コントロールされていない瞬間的な着地」に対して、組み合わせにおいて2つ目の技の着地

に0.50の減点がある場合、組合せ加点は与えられない。 
 
3. ニュートラルディダクション（ＮＤ）･･･決定点からの減点 
1) 一般規則において２回宙返り技を実施しない、またはカウントされた10技に含まれない。 

・・・0.30 
2) 各コーナーを使用しなかった場合・・・0.30 

※最終タンブリングで未使用のコーナーへ向かうことにより、各コーナーを使用したと認め

られる。 
3) その他、ラインや演技時間等の違反があった場合は、所定のＮＤが課せられる。 
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 あん馬 
 
1. 難度認定上の確認事項 
1) 一把手のすべての交差倒立は、倒立の前後で支持の手あるいは把手を替えなければならない。 
2) 交差倒立技で片手が把手から落ち把手を握り直した後、どちらかの手が把手から落ちた場合は、

難度不認定となり、E審判は0.50（演技停止）または1.00（落下した場合）＋他の実施減点をす

る。 
3) 倒立位を経過する交差技や終末技において、倒立への上昇局面で明らかに足先が下がった場合、

難度は不認定となる。 
4) 交差倒立技において足先の動きが馬体を越えずに、腰がまがり過ぎた姿勢から、力を使って倒

立に持ち込んだ場合不認定となる。 
5) 全てのグループⅡとⅢの技（倒立を経過して開脚支持に下ろす技を除く）は認定されるために

採点規則に記載している技に繋げる必要がある。例外として両足で前に振り出し（旋回半周）、

片脚後ろ抜きで片足振動や交差技に繋げる場合が挙げられる。 
例）一把手上でLLSS（Eフロップ）を横向き正面支持で完了し、旋回半周から背面で片脚振動

に繋げた場合、D審判はE難度と難度なしで認定する。 
6) 交差倒立技において、技の前後に難度を上げることを目的とした動きを付け加えることはでき

ない。例）リーニン（Ⅰ-4）に、とび動作を加えても難度の格上げは認めない。 
7) 他に記載されていない限り、すべての旋回技の開始と終了は正面支持である。下向き転向（フ

クガ）やショーンで背面支持から片足振動技に繋げた場合、難度不認定となる。 
8) 一把手上旋回（ループ）は以下の 8 種類となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9) 下記に示す捌きはループの３連続と判断され、D フロップには認定されなくなった。 
 
 
 

10) ロシアン転向、移動を伴う転向技、フロップ、コンバインで落下した場合は部分的な難度は認

定しない。 
11) フロップとコンバインは直接続けることができず、少なくとも片手が一把手上から放した旋回

を挟まなければならない。 
12) ロシアン転向技の開始局面は、下向き転向の動作が始められた場合、正面支持になったところ

からとする。 
13) 旋回倒立の格上げの原則は次の通りである。 

・旋回倒立で「360°ひねる」･････････････････････････1 段階の格上げ 
・旋回倒立で「180°のひねりを伴う 3/3 移動」･････････1 段階の格上げ 
・旋回倒立から「下ろして旋回を回す」････････････････1 段階の格上げ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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14) Ⅱ-51「シュテクリ A（下向き逆転向）倒立、下ろして開脚支持」で「旋回」へ繋げた場合、原

則通り D 難度となる。 
15) ショーン（Ⅱ-65）とベズゴ（Ⅱ-83）は両把手正面支持から全転向し両把手正面支持で成立す

る技である。もし、選手が両把手正面支持で技を完了できなかった場合これらの難度は認めら

れない。 
16) マジャール移動～外向き旋回～シバド移動を実施する場合の外向き旋回は、馬端外向き正面支

持からカウントし正面支持までで A 難度を認定する。 
 
 
 
 
 

 
17) 一演技中、縦向きでの 3 部分移動は、前移動 1 回、後ろ移動 1 回のみ認定される。マジャール

移動（D）の後に縦向き前移動（3/3：馬端－把手－把手－馬端）（C）を実施しても難度不認定

となる。 
縦向きの 3/3 移動は 1 回ずつまでとする制約に抵触する技は以下の９技である。 
縦向き前移動（3/3：馬端‐把手‐把手‐馬端）（C）／マジャール移動（D）／ビロゼルチェフ

（C）／ドリッグス（E）／開脚旋回縦向き 3/3 前移動（E）／縦向き後ろ移動（3/3：馬端‐把

手‐把手‐馬端）（C）／シバド移動（D）／開脚旋回縦向き 3/3 後ろ移動（E）／縦向きとび後

ろ移動(馬端~馬端)(Ｅ) 
ニンレイズ、ニンレイズ 2 はこの原則から除外され、一演技中に両方実施することができる。 

18) 縦向き前移動の終了局面は縦向き正面支持である。マジャール移動の終末局面で横向き背面支

持（入れで横向き背面支持）になるような場合は縦向きの 3 部分移動と判定せず 2 部分（B 難

度）とする。 
19) 縦向きとび前移動（馬端〜馬端）（Ⅲ-41：ドリッグス）は、明確なとびの後、両手同時正面支

持を示した場合にE難度と判定し、それ以外はD難度（Ⅲ-46：マジャール移動）とする。 
20) 開脚旋回でのマジャール移動とシバド移動は開脚姿勢で移動を完了しなければならない。もし

選手が移動を開脚姿勢で完了せず早く脚を閉じた場合、その技は D 難度となる。また、開脚旋

回によって難度が上がる移動系の技はマジャール移動とシバド移動のみである。 
21) ロシアン転向技は、把手上および馬背上において終末技を含めて最大 2 回まで実施することが

できる。この条項に関しては、終末技を一番目に数え、難度の高い順にカウントされる。ロシ

アン転向技のカウントに、コンバイン、ウ･グォニアン、ロス、トンフェイ、クロル等は含まれ

ない。 
22) シバドからロシアン転向技を実施する際、縦向き正面支持を示す前に転向を開始した場合、シ

バド（D 難度）は成立しロシアン転向の開始は最初の正面支持から転向度数を数える。 
23) 移動技で落下または停止した場合、部分的に難度を認めることはない。例えば、マジャール移

動で２つ目の把手を越えて移動を続けようとして落下した場合は、難度は与えられない。 
24) ウ・グォニアンは、あん部馬背支持に達するまでに 360°の転向を完了し、残りの 360°の転向

を馬端馬背支持に達するまでに完了しなければならない。3 部分移動が完了した時点で 360°を
転向し、続けて馬端馬背支持で 360°の転向をするような捌きは 2 技と見なす（ロス＋ロシアン

360°転向）。 
25) ウ・グォニアンの後に、あん部馬背ロシアン 180°を続けた場合、E+A を獲得することができ

る。「〜°以上」という言葉は移動中の転向を指す。 
選手の両手が開始から逆の馬端馬背に達し、720°の転向移動が完了したようであれば、転向移

 

外向き旋回（A） 
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動は完了したものとみなされ、いかなる採点規則掲載の技も新たに行うことができる。（ロシ

アン 180°や 360°など） 
26) いかなる移動系の技もその後に続くロシアン転向系の技によって難度が上がることはない。 

例）トンフェイから下向き転向下り（D + A） 
  ロスから下向き転向360°   （D＋B） 

27) ロシアン転向下りは、常に馬端中向き縦向き正面支持から開始とする。 
28) 終末技は、1 回に限りやり直すことが認められる。ただし、落下減点（-1.00）と実施減点を伴

う。 
29) ポディウム（演技台）が設置されている場合、（階段を含め）ポディウムから下りた時点で、終

末技をやり直す権利は失効となる。 
30) 終末技は旋回技から実施しなければならない。片足振動技や不十分な旋回技からの倒立は終末

技として認定しない。 
31) 倒立を経過する終末技で移動やひねりが含まれた場合、馬体を越えなくても技の成立した部分

まで難度を認定する。 
例）DSA 倒立 3 部分移動 1 回ひねり下り（E 難度）で 、3 部分移動後 1 回ひねりの途中で

中断した場合、DSA 倒立 3 部分移動（D 難度）まで認定とする。 
32) 倒立を経過する終末技で、倒立が傾き倒れかけながら咄嗟にひねりを加える捌きは、倒立位に

収めておらずコントロールされていないとみなし、1回ひねりが確認されても難度の格上げは

認められず、実施減点も発生する（0.10、0.30、0.50）。 
33) ショーンとベズゴは立位から（旋回無しで）行うと、2段階の格下げとなる。 
34) モギルニー（Ⅲ-70）とベレンキ（Ⅲ-76）は、さらに技を加えても難度の格上げは認めない。 
35) 難度を格上げするために、倒立位を経過する交差技の前後に追加の動作を加えることはでき

ない。例：I 4リーニン（I-4）の前にとびを追加しても難度は上らない。 
MTCは、旋回および開脚旋回技だけがD難度以上の価値が与えられるという原則を適用した。 

36) MTCは、縦向きまたは横向き支持で開始する移動を伴う、伴わないにかかわらず両把手を挟ん

で行うすべてのシュピンデル（1回ひねり）に対してF難度と難度表のグループII #30を与える

という原則を適用した。 
37) 新しく追加された技、技名 

① 両把手を挟んで旋回 1 回ひねり（開・閉脚） (ケイハ 1)：F 難度（Ⅱ-30） 
         
 
 
 
 

② 両把手を挟んで旋回ひねり（開・閉脚）  (ケイハ 2) ：C 難度（Ⅱ-27） 
         
 
 
 
 

③ 両把手を挟んでシュテクリ A（DSA） （ケイハ 3）：D 難度（Ⅱ） 
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④ 両把手を挟んで外向き旋回ひねり（ケイハ 4）：E 難度（Ⅲ） 
 
 
 
 
 

⑤ 両把手を挟んで外向き旋回 1 回ひねり（2 回以内の旋回で） （ケイハ 5）F 難度（Ⅱ） 
 
 
 
 
 

⑥ 開脚旋回縦向き 3/3 後ろ移動 1 回ひねり(2 回以内の旋回で)  (ウルジカ２)：E 難度（未定） 
 
 
 
 
         

⑦ 縦向きとび後ろ移動（馬端〜馬端）      (カルバノフ)：E 難度（Ⅲ—59） 
         
 
 
 
 

⑧ 一腕上上向き 270°転向（横向き〜縦向き）    (ベルトンチェリ)  ：C 難度（Ⅱ-69） 
     
 
 
 
 
2. 演技実施上の確認事項 
1) 交差技以外の片足振動技においても大きさのない実施は減点となる（0.10、0.30）。 
2) とび交差技についても、高さの減点は交差技と同様に扱う。とび交差技および交差倒立技にお

いて、両脚で馬体を挟んだり、臀部がついた場合は、器械上への落下とする。 
3) 片足振動技で開始する際の余分な予備振動は 0.30 の減点となる。半振動は認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
4) 倒立を経過する交差技は振動で実施されるべきであり、腰をまげて倒立位になるような捌き

は0.10または0.30、0.50の減点となる。また、倒立で足を閉じない場合は、0.10または0.30の
減点となる。 

 
  

  

 

 

減点無し 

 
 
 

 
 

  

 

  

-0.3 
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5) 倒立位を経過する技で倒立への上昇局面で足先が下がった場合は、減点の対象となる。 
（9-3条2.d） 

15°まで・・・・－0.10 
16°～30°・・・－0.30 
31°～45°・・・－0.50 
45°を超える・・－0.50（不認定） 

6) 縦向き移動技で移動した後の終末局面で向きが不正確な実施は減点の対象である。 
7) 縦向き移動技の向きの逸脱や着手位置のずれは旋回（一部分移動）ごとに減点の対象であ

る。 
8) フロップ技は一転向、一旋回ごとに減点の対象である。 
9) 旋回技において馬体に触れる（当たる）実施は毎回減点となる。（触れる0.10、ぶつかる

0.50） 
10) 旋回もしくは開脚旋回から倒立（終末技や演技）について 

旋回または開脚旋回から倒立を試みる場合、腰のまがりに対する減点はない。しかしなが

ら、力の使用、腕のまがり、腰が下がること、不安定性についての減点はあり得る。一方

で、交差からの倒立については腰のまがりの減点は行う。 
11) 倒立を経過する複合技（ブスナリ等）での停滞は減点の対象である。 

わずかな停滞・・・・－0.10 
明らかな停滞・・・・－0.30 
2秒以上の停滞・・・ －0.50（不認定） 

12) 交差技や片脚振動での大きさ不足の減点を明確化する（採点規則11-3条） 
大きさ 減点 

肩の高さより上 0.0 
肩の高さより下、水平以上 0.1 

水平以下 0.3 
 
 
 
 

減点なし        -0.1        -0.3 
 
3. ニュートラル・ディダクション（ＮＤ） 
1) 馬体の３部分を使用しない・・・0.30 
  



 
男子体操競技情報 27 号  

「難度認定及び演技実施の確認事項と FIG 通達」 
 

11 
 

 つり輪 
 

1. 難度認定上の確認事項 
1) 10cm 厚の着地マットの使用は認められない（高等学校、U-15、U-12 適用規則は除く）。 
2) すべての静止姿勢は最低2秒保持しなければならない。 
3) 技は原則として伸腕で実施しなければならない。 
4) ジョナサンやヤマワキで支持が見えた場合、0.50 の減点となり、難度は不認定となる。わずか

な支持の場合、0.10、0.30 の減点を伴い認定される。不認定の場合、選手の意図とは異なるた

め、「ホンマ支持」と「支持後ろ振り、前に回りながら懸垂」の 2 技に分割して価値を認める

ことはない。 
5) 支持後ろ振り、前に回りながら懸垂（Ⅰ-07：A 難度）は、水平支持や中水平支持から実施して

も認定することができる。 
6) 振動倒立技の要求について 

演技中、一つの振動倒立技（2 秒）が要求されカウントする 10 技（ジュニアでは 8 技）に

入っていなければならない。この要求を満たすことができるのは以下の 5 技だけである。 
＊Ⅰ-81 後方車輪倒立（2 秒） ほん転逆上がり倒立（2 秒） 
＊Ⅰ-87 前方車輪倒立（2 秒） 後ろ振り上がり倒立（2 秒） 
＊Ⅰ-92 支持後ろ振り倒立（2 秒） 
＊Ⅰ-93 ホンマ支持後ろ振り倒立（2 秒） 
＊Ⅰ-94 伸身ホンマ支持後ろ振り倒立（2 秒） 

7) 中水平支持は、輪の高さで身体を水平で一直線に保持しなければならない。肩の大半が輪の上

端より上にあった場合、水平支持と判定する。 
8) アザリアンやヤン・ミンヨン（ゆっくりと後方伸腕伸身逆上がり水平支持）は、伸腕かつ伸身

姿勢での後転が前提であり、肘のまがりや腰のまがりは実施減点となる。明らかに反動を利用

した場合、グループⅢの技となる。 
9) ピネダ（伸腕伸身正面水平懸垂経過十字懸垂）、バブサー（伸腕伸身正面水平懸垂経過中水平

支持）は伸腕が前提であり肘のまがりは実施減点となる。極端にまがる実施は難度を認定しな

い。また、正面水平懸垂（経過）は、正確な姿勢を表現し反動や振動を使わないで実施しなけ

ればならない。 
10) ナカヤマについては、背面水平懸垂姿勢を経過し、ゆっくり捌かなければならない。明確に背

面水平懸垂まで下ろさないものは単なる十字懸垂（B 難度）と判定する。また、反動を使うよ

うな捌きは D 難度として認定しない。 
11) 脚前挙十字懸垂から伸腕伸身中水平支持や伸腕伸身十字倒立は、一度腰を伸ばしてから中水平支

持や十字倒立に捌くことが前提である。腰をまげたまま肩を前に出す捌きは、屈身で判定する。 
12) 水平支持（水平支持と開脚水平支持）は各グループで一度ずつ、一演技中 2 回まで価値を認定

する（EGⅡとⅢ）。その際、最も難度の高いものから順に認定する。 
13) 十字懸垂（十字懸垂、脚前挙十字懸垂、脚上挙十字懸垂）は各グループで一度ずつ、一演技中

2 回まで価値を認定する（EGⅡとⅢ）。その際、最も難度の高いものから順に認定する。 
「アザリアン〜ナカヤマ〜前振り上がり脚前挙支持〜伸腕伸身力倒立」の判定は 
 D＋不認定（同グループの十字懸垂）＋B＋不認定（力技 4 技目） 

14) 9-2 条 9 に関して：「いかなる理由でも難度の認められなかった力静止技からの引き上げ技は、

難度が認められない。」とあるが、しかしながら最終終末姿勢の部分については認定すること

ができる。 
例）・け上がり十字懸垂（角度不認定）＋引き上げて中水平支持（中水平支持で完璧な実施）（Ⅱ-89） 

＝この場合、中水平支持（Ⅱ-10）は D 難度で認定することができる。 
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15) 背面懸垂は、十字懸垂などへ引き上げる開始の姿勢としては認められず、十字懸垂（や他の力

静止技）の難度を高めることはできない。もし背面懸垂から十字懸垂に引き上げても、単独の

難度（B）を得るのみである。 
16) すべての振動からの力静止技は、肩の位置が最終的な静止位置の高さを超えてはならない。ど

のような逸脱でも E 審判によって相応の減点がなされる。「輪の高さで前方宙返り直接十字懸

垂」で持ち込む際に 46°以上の角度の逸脱は難度を認定しない。また意図した技とは異なるた

め、部分的な難度も与えられない。 
17) 振動から力静止技に続く技のうち逆方向に戻るものは（たとえば「前振り上がり中水平支持」

「前振り上がり十字倒立」など）二つの技とみなす。 
18) 構成上の減点は 0.30 となる。例えばホンマ支持から脚前挙支持に脚をあげることや開脚前挙

支持から脚前挙支持にもどすこと、け上がり支持から脚前挙支持に脚をあげること等である。 
（ホンマ支持から振り上げて開脚前挙支持は、構成上の減点にはならない。） 

19) バランディン 1・3（Ⅱ-119）は元の採点規則の表記を修正する。新しい文は「懸垂から伸腕で

引き上げて中水平支持（2 秒）、または中水平支持経過水平支持（2 秒）」 
 
2. 種目特有の繰り返し 
1）グループⅡ・Ⅲの連続について 

グループⅡやⅢを連続して4回続けることはできず、D審判によって難度は認定されない。3連
続の後にグループⅠのB難度以上の技が入れば改めて3連続が可能である(ただし、け上がり・

後方け上がり系、およびその同一枠の技を除く)。このB難度以上の振動技はカウントされる10
技内でなければならない。 

例 1） ＊後ろ振り上がり中水平支持 Ⅲ-E ……… 認定 
 ＊後ろ振り上がり十字懸垂 Ⅲ-C ……… 認定 
 ＊け上がり脚前挙支持 Ⅲ-B ……… 認定 
 ＊伸腕屈身力倒立 Ⅱ-B ……… 不認定（EGⅡ/Ⅲ 4 連続） 

 
例 2） ＊後ろ振り上がり中水平支持 Ⅲ-E ……… 認定 
 ＊アザリアン Ⅱ-D ……… 認定 
 ＊後ろ振り上がり十字懸垂 Ⅲ-C ……… 認定 
 ○後ろ振り上がり支持 Ⅰ-A ……… 認定 
 ＊伸腕屈身力倒立 Ⅱ-B ……… 不認定（EGⅡ/Ⅲ 4 連続） 

 
例 3） ＊後ろ振り上がり中水平支持 Ⅲ-E ……… 認定 
 ＊アザリアン Ⅱ-D ……… 認定 
 ＊後ろ振り上がり十字懸垂 Ⅲ-C ……… 認定 
 ●後ろ振り上がり開脚前挙支持 Ⅰ-B ……… 認定 
 ＊伸腕屈身力倒立 Ⅱ-B ……… 認定（※） 
※ 「後ろ振り上がり開脚前挙支持」がカウントされる10技に含まれる必要がある。 
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例 4） 後ろ振り上がり中水平支持 Ⅲ-E ……… 認定 
 け上がり脚前挙支持 Ⅲ-B ……… 認定 
 十字懸垂 Ⅱ-B ……… 不認定(静止なし) 
 伸腕屈身力倒立 Ⅱ-B ……… 不認定（EGⅡ/Ⅲ 4 連続） 
＊「実施された」グループⅡ・Ⅲの技は全て、カウントする技に入っていようといま

いと、この規則に関与する。不完全な実施や繰り返しにより不認定になった場合も

含まれる。 
2）終末姿勢が同一の力静止技について 

Dスコアの算出にあたり同一番号技の繰り返しは認められないが、つり輪の場合この規則は拡

大解釈される。それは、終末姿勢が同一の力静止技は各グループで1技だけ、最大2技の難度が

認められるというものである(一方はグループⅡで他方はグループⅢ)。もしも、同一グループ

かつ終末姿勢が同一の力技を複数実施した場合は、最も難度の高い技のみが認定される。 
注）十字懸垂・脚前挙十字懸垂、脚上挙十字懸垂は全て同一の終末姿勢とし、開脚水平支

持・閉脚水平支持においても同一の終末姿勢としてあつかう。 
 
例1）後ろ振り上がり十字懸垂（Ⅲ-C）〜ホンマ十字懸垂（Ⅲ-D） 
       不認定           認定 
例2）アザリアン（Ⅱ-D）〜ホンマ十字懸垂（Ⅲ-D） 
      認定         認定 
例3）け上がり十字懸垂（Ⅲ-C）〜ホンマ脚上挙十字懸垂（Ⅲ-E） 
      不認定             認定 

3）グチョギー系とリーニン系の繰り返しについて 
グチョギー系とリーニン系はそれぞれ最大2回まで認められる。例えば、グチョギーを3回実

施した場合、難度の高い2技のみが認定され、D1審判によって減点（ND 0.30） 

  例）屈身グチョギー（Ⅰ-D）〜グチョギー（Ⅰ-C）〜伸身グチョギー（Ⅰ-E ） 
         認定       不認定（ND 0.30）     認定 

3. 演技実施上の確認事項 
1) 力静止技において、2 秒未満の静止は減点（0.30）、静止無しの減点（0.50）。 
2) 後方車輪（ほん転逆上がり）倒立経過において、腕が完全に揃っていない捌きや、倒立位を

経過していない場合の減点（0.10、0.30）。 
3) ヤマワキやジョナサンで回転速度が遅い、または大きさがない場合の減点（0.10、0.30）。 
4) ヤマワキやジョナサンの回転途中に支持が見られた場合（止まりかけて前ロールをするよう

な捌き）の減点（0.50）。 
5) 演技開始時や十字懸垂、中水平支持などの後に腕をまげて逆懸垂になる捌きは減点（0.10、

0.30、0.50）。 
6) 力静止技や静止技に持ち込む際の腕のまがりの減点（0.10、0.30、0.50）。 

例：振動から中水平支持への持ち込み方や、け上がり十字懸垂の肘のまげ伸ばしを利用した

持ち込み方など。 
7) 力静止技での深すぎる握りは許されない。深すぎる握りとは力技の際、負担を軽減するため

に手首を巻き付ける実施のことであり、毎回 0.10 の減点となる。正しい握りとは、手指が輪

を握るかどうかでなく、手首がまっすぐな捌きである。※輪の（手首がまっすぐで手を開い

た）握り方は評価の対象ではない（誤った握りではない）。 
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8) 倒立位で腕がロープに触れる、肘や腰を使って調整などの減点（0.10、0.30）。 
9) 技術的に最低限前腕部がケーブルに触れることが必要となる、屈腕による力倒立技に対しての

み、ケーブルに触れたことに対して減点しない（Ⅱ-25：屈腕屈身（開脚）力倒立（2 秒）、Ⅱ-
26：屈腕伸身力倒立（2 秒））。 

10) 難度表にない技（逆懸垂、屈身逆懸垂、背面懸垂姿勢）の 2 秒以上の停滞の減点（毎回 0.10） 
11) 輪（ケーブル）の揺れやゆがみは、1 技毎に 0.10 の減点となる。 
12) 十字倒立で、頭頂部が輪よりも高いような実施の減点（0.50）。 
13) 十字倒立で反った捌きに対する減点（0.10）。 
14) 中水平支持や開脚水平支持で、肩が静止していても足先が揺れていたり、全体的にジワジワと

動いているような実施では静止は認められず、全く静止していない減点（0.50）に抵触する。 
15) 屈腕伸身力倒立で振動を使った場合の減点（0.10、0.30）。 
16) 伸腕屈身力倒立で肘がまがった場合、腕のまがりの減点、（0.10、0.30）とロープに触れる

減点（0.30）。 
17) 先に行われた力静止技が不十分な技術または姿勢により減点された場合、その力静止技から

の押し上げ技に対しても最大 0.50 までの同等の減点がなされる。この解釈は、高いポジショ

ンまたは技術的に不十分な実施により、それに続く押し上げ技が容易になってしまう状況の

場合のみを意図している。 
18) 難度の認められなかった力静止技からの押し上げ技は、最終終末姿勢については認定するこ

とができる。 
例：十字懸垂（角度不認定）〜引き上げて中水平支持・・・中水平支持の単独の難度（D 難

度）は認めることができる。 
19) 脚上挙支持や脚上挙十字懸垂は、上半身と脚部に開きがあるような捌きは柔軟性にかける減

点の対象となる（0.10、0.30）。脚上挙支持の脚は垂直でなければならない。（脚上挙十字懸垂

は、腕が水平で脚が垂直）。 
20) 演技開始の懸垂で正しい姿勢からの逸脱（肩転位や輪を開いた状態）が見られる場合は、減

点の対象とする。 
21) 押し上げ技や引き上げ技で姿勢の変化に乏しい実施は実施減点の対象となり、不認定となる

可能性もある（中水平支持〜水平支持）。角度が高い力静止技から続けられた引き上げ技で、

最大 0.30 の減点がこの過失に適用される。 
22) 宙返りや終末技での着地において、安全上の理由により選手は脚を開いて着地をすることがで

きる。その際、十分に踵を揃えられるだけの間隔でつま先を動かすことなく、踵を閉じて完了し

なければならない。 
脚を開いた着地の減点は下記のとおりである。 
・わずかに脚を開いて着地し、つま先を浮かさず踵を閉じる‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥減点なし 
・一足長以内に脚を開いて着地し、脚を上げて踵を閉じる、または、脚を閉じない……0.10 
・一足長を超えて脚を開いて着地し、脚を上げて踵を閉じる、または、脚を閉じない…0.30 

※その他全ての実施減点（宙返りの空中局面や着地準備の際の身体の開き）も常に評価

の対象となる。 
 
4．ニュートラル・ディダクション（ＮＤ） 
1) 振動倒立技がない・・・0.30 
2) 2 回を超えたグチョギー系、リーニン系の技・・・0.30（不認定） 
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 跳 馬 
 
1. 難度および演技実施上の確認事項 
1) 種目別予選および決勝において、得点の算出方法は第一跳越と第二跳越の平均を得点とする。 
2) グループⅡの技は第一局面で 1/4 または 1/2 ひねらなければならない。したがって、正面を向

いたまま手を前後にずらしただけの着手は、グループⅠの技として判定する。 
3) 高さ不足（上昇局面のみられない実施）は以下の基準とする。 

減点なし ＝ 群を抜く卓越した高さ 
小 欠 点 ＝ 浮いたと感じる程度 
中 欠 点 ＝ 浮きがみられない 
大 欠 点 ＝ 低いと感じる 

4) 全ての跳越技において、準備局面がみられない実施は減点となる（0.10、0.30）。 
5) 着地の際の姿勢で、頭や腰の位置が低い実施は減点の対象である。 
6) 着地一歩の踏み出しで、一足長以上は中欠点である。 
7) 軸ぶれやひねり不足による横方向への一歩は、さらなる減点の可能性がある。 
8) ひねり不足が 90°を超えた場合、一段階下の技の価値を与える。 
9) 着地が止まっても脚が開いたままやずれている場合は減点の対象である。 
10) 新しく追加された技名 

① Ⅴ-574「ロンダート、１回ひねり後転とび後方伸身宙返り２回ひねり（シライ 3）」 
Ｄスコア 5.4 （NL32） 

 
 
 
 
 
 
 

② Ⅲ-386 「屈身メリサニディス（ヤン・ウェイ）」 
Ｄスコア 5.6  （ＮＬ34） 

 
 
 
 
 
 
 
11) Ｄスコアの訂正 

①Ⅰ-110「前転とび前方かかえ込み宙返り 3/2 ひねり」「クエルボ１回ひねり（クロル）」 
＊ D スコア 4.0→3.6 

②Ⅰ-111「前転とび前方かかえ込み宙返り２回ひねり」「クエルボ 3/2 ひねり（カンバス）」 
＊ D スコア 4.4→4.0 

③Ⅱ-230「ツカハラ２回ひねり （バルビエリ）」 
＊ D スコア 4.0→3.6 

④Ⅲ-342「ユルチェンコ２回ひねり」 
＊ D スコア 4.0→3.6 
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2. 0点となる実施について（D・E 両審判 0.00） 
1) 跳馬に着手することなく跳び越えた場合、または跳馬に触れても突き手が見られない場合。 
2) ロンダート技において、セフティ・カラーを使用しなかった場合。 

3) 技として判定できないような場合、あるいは跳馬を足で蹴った場合。 

4) 跳越において補助行為があった場合。 

5) 最初に足による着地が行われなかった場合。これは、体のどの部分よりも先に少なくとも片足

が着地マットに触れなければならないことを意味している。 

6) 故意に横向きで着地した場合。 

7) 禁止されている技を実施した場合（開脚技、第 1局面での宙返り、踏切前の禁止された技を行

う）。 
8) 種目別予選および決勝において、1 回目と同じ技を 2 回目も行った場合。 
 

3. ニュートラルディダクション（ＮＤ） 
1) ライン減点 
2) やり直された助走に対する減点 

・助走をやり直した場合 ⇒ 1.00 (失敗の助走が跳躍板や器械に触れなかった場合に限る) 
－ 1 跳越を行う場合、1 回のやり直しが認められる。 

（3 回目の助走は認められない） 
－ 2跳越を行う場合、１回のやり直しが認められる。 

（4 回目の助走は認められない） 
3) 同じグループからの跳越に対する減点 

・種目別予選または決勝で同じ技を繰り返す ⇒ D・E 両審判 0.00 
・種目別予選または決勝で 2 回目の跳越を同じグループから実施する 

⇒ 2 回目の跳越技の決定点から 2.00 
4) 同じ、または類似した第二局面の技に対する減点 

・種目別予選あるいは決勝で 2 回目の跳越を同じ、または類似した第二局面の技で実施する 
⇒ 2 回目の跳越技の決定点から 2.00 

5) 25m を超えた助走 ⇒ 0.50 
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 平行棒 
 
1. 難度認定の確認事項 

1) ヒーリー系の技は 360°以上のひねりを必要とする。 
単棒横向き倒立からのヒーリーは 450°のひねりが必要であり、3/4 ひねりの技は B 難度（Ⅰ-
50）とみなす。 

2) 倒立から片腕支持1回ひねり腕支持（Ⅰ-68）には、単棒倒立からも含まれる。単棒倒立から片腕

支持1回ひねり腕支持（Ⅰ-69）は「B難度以上の単棒倒立になる振動技から」が条件となる。 

3) マクーツ系の技の前半部分での停滞や停止に対する評価 
1 秒未満の停滞（認定 －0.10） 
2 秒未満の停滞（認定 －0.30） 
2 秒以上の停止（不認定－0.50） 

4) 後方棒上宙返り単棒縦向き倒立 （C難度） ヒーリー系の技につなげた場合➚D難度 

後方車輪単棒縦向き倒立    （C難度） ヒーリー系の技につなげた場合➚D難度 

（ピアスキー） 

車輪ディアミドフ単棒縦向き倒立（D難度） ヒーリー系の技につなげた場合➚E難度 

棒下宙返り単棒縦向き倒立   （D難度） ヒーリー系の技につなげた場合➚E難度 

（シャルロ） 
※あとに続けたヒーリー系の技も難度が一つ格上げとなる。 

※開脚になる技（ティッペルトやアリカン等）は、単棒倒立になっても難度は上がらない。 

5) 棒下宙返り倒立で肘がまがっても上昇運動に停滞がなければ難度を認定する。しかし、上昇

中に停滞する実施や肩が一度下がるような実施は難度不認定となる。 

6) 棒下宙返りひねり倒立で倒立の角度が低い実施（45°未満）をした場合、明らかな過失として難

度不認定とし、棒下振り出しひねり支持（C 難度）としては判定しない。棒下振り出しひねり

支持を実施する場合は、意図を明確に表現しなければならない。 
7) 開脚抜き倒立技（ティッペルト等）で脚がバーにのった場合、難度不認定となる（器械上への

落下）。また、開脚支持で明らかに停止する実施や上昇時に足先が一端下がり再び上げた場合も

難度不認定となる。 
8) 懸垂前振り上がり開脚抜き伸身かつ水平位で懸垂：（バブサー：E難度）の後に連続された技

は独立した難度を有する。（後方車輪倒立（C）、モイ（C）、ベーレ（D）など） 

9) 屈身ベーレは、最初の後方宙返りから明確な屈身姿勢を示さなければならない。懸垂から宙返

りになる際に膝のまがるものや屈身の不明確な実施（屈身になるのが遅い）は、かかえ込みと

判定する。 
10) 特別な繰り返し 

① 同じグループ内で、姿勢の異なる同じ種類の宙返り技を行うことはできない。 

例えば 

・かかえ込みモリスエ（Ⅰ-46）と屈身モリスエ（Ⅰ-47） 

・かかえ込みベーレ（Ⅲ-52）と屈身ベーレ（Ⅲ-53） 

・ギャニオン（Ⅲ-123）とギャニオン2（Ⅲ-124） 
・ソーサ（Ⅲ-47）、懸垂前振り後方かかえ込み（屈身）宙返りひねり腕支持（懸垂）（Ⅲ

-58）、トレス（Ⅲ-59）、フォーキン（Ⅲ-65） 

② 最大２回までの後方車輪倒立技（Ⅲ-21、22、28、29、35） 
・後方（背面）車輪（単棒）倒立（Ⅲ-21）、ピアスキー（Ⅲ-22）、車輪ディアミドフ（単棒

倒立）（Ⅲ-28）、車輪ディアミドフ（1/4）ひねり（Ⅲ-29）、車輪ディアミドフ単棒倒立（Ⅲ

-35） 
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③ 最大 2 回までの棒下宙返り（逆上がり）倒立技（Ⅲ-106、107、108、114、119、120、130、
131、136） 
・棒下宙返り（単棒）倒立（Ⅲ-106）、棒下宙返りひねり倒立（Ⅲ-107）、棒下宙返り 1 回ひ

ねり倒立（Ⅲ108）、棒下宙返り 5/4 ひねり倒立（Ⅲ-114）、シャルロ（Ⅲ-119）、ヤマムロ

（Ⅲ-120）、横向き逆上がり倒立 1/4 ひねり倒立（Ⅲ-130）、横向き逆上がり倒立 3/4 ひね

り倒立（Ⅲ-131）、横向き後方開脚浮腰回転倒立（Ⅲ-136） 
※いずれも難度の高い順にカウントする。 

11) 新しく追加された技 

① 前振り開脚抜き懸垂（バボシュ）：C難度（Ⅰ-9） 

 
 
 
 
 
 

② 懸垂前振り片腕支持3/4ひねり単棒倒立経過、軸手を換えて3/4ひねり支持 

（バウマン）：F難度（Ⅲ-42） 

 
 
 
 
 
 

③ 棒下宙返り、かかえ込み姿勢でひねり腕支持（ギャニオン）：C難度（Ⅲ-123） 
 
 
 
 
 

④ 棒下宙返り、伸身姿勢でひねり腕支持（ギャニオン2）：D難度（Ⅲ-124） 

 
 
 
 
 

⑤ 前振り上がり開脚抜き懸垂（ムンテアン）：C難度（Ⅱ-3） 
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2. 演技実施上の確認事項 

1) 振動から倒立位を経過する技は、15°未満の角度逸脱であっても減点（0.10）となる。 
2) 静止技として難度が認定されるためには 2 秒保持しなくてはならない。 

脚前挙支持で静止が 2 秒未満の場合の減点（0.30）、静止がない場合の減点（0.50：難度不認

定）。 
3) 支持から腕支持ローリングをした場合の減点（0.30）。 
4) すべてのけ上がりにつながる懸垂技は、伸膝で行わなければならない。膝をまげた懸垂姿勢の

減点（0.30）。 
5) 宙返り技の受ける際の体の開きは、バーの高さで水平位を基準とする。モリスエやベーレは浮

きの表現とともに、腕支持になる前に身体や膝をよく伸ばさなければならない。身体の伸ばし

が不充分なものや、膝をまげたまま腕支持になるものは実施減点の対象となる。回転の途中で

ぶつかるように腕支持になる減点（0.30、0.50）。かかえ込んだまま腕支持になった場合の減点

（0.30）。モリスエやベーレの高さ不足の減点（0.10、0.30）。モリスエやベーレでバーを持っ

た瞬間の姿勢不良の減点（0.10、0.30）。 
6) モイや後方車輪系の技は、振り下ろす際、体が水平位に達するまで膝をまげてはならない。 

・ バーの高さで膝をまげはじめる（減点なし） 
・ 振り下ろしてから膝をまげはじめる（0.10） 
・ 倒立位から膝をまげはじめる（0.30） 

7) ベーレ、モイ、車輪系の技で足先がマットに触れた減点（0.10）、明らかにぶつかった減点（0.50）。 
8) ベーレや宙返り系の技の終末局面において、バーを正確に握らない、または遅い握り、上腕部

のみで支持しながら前振りになるような捌きに対する減点（0.30）。 
9) バブサーで水平位からの逸脱、支持が見えすぎる場合の減点（0.10、0.30）、身体が水平から 45°

を超えて逸脱するか、肩角度が 90°を超えてバーを握った場合の減点（0.50、不認定）。 
10) 棒下宙返り倒立系の技は伸腕での実施が前提である。肘がわずかにゆるむものは実施減点とな

る。肘がまがった場合の減点（0.10、0.30）。肘が深くまがった場合の減点（0.50）。 
11) シャルロやピアスキーで縦向き単棒支持で正対を示さない場合、縦向きの角度逸脱減点もあり

うる（0.10、0.30）。握り手を前後にずらしたことによるわずかなゆがみは減点の対象とはなら

ない。身体の向きの逸脱は減点の対象となる。過度の逸脱は難度不認定となる。 
12) 単棒横向き前方浮腰上がり脚前挙支持経過横向き倒立で、足先がバーに触れた、ぶつけた場合

の減点（0.10、0.50）。 
13) ティッペルトで脚がバーにのった場合、器械上への落下となり減点（1.00）。 
14) 終末技で着地を止めても着地前に身体を伸ばす局面がみられない減点（0.10）。 

着地で膝をついた実施は(1.00)、マットに触れた場合は（0.30）。 
15) 前振り上がりから直接、脚前挙支持につなげる捌きは、前振り上がりの大きさ不足による減点

（0.10、0.30）となる。 
 
3. ニュートラルディダクション（ＮＤ） 

1) ウォーミングアップ時間は、個人に対し 50 秒、チームに対し 50 秒×人数分が与えられる。そ

れらにはバーの調整やマグネシウムをぬる時間も含まれる（終了のコールと同時に始めた運動

は認められる）。時間オーバーした場合は決定点から 0.30 の減点（ＮＤ）となる。 
計時審判のコールはアップ開始の「スタート」、個人の場合はカウントアップ「40 秒」、「50 秒

（終了）」とする。チームの場合はカウントダウン「30 秒前」、「10 秒前」、「終了」とする。運

営上可能であればタイマーを設置する。 
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 鉄 棒 
 
1. 難度認定の確認事項 

1) 組合せ加点 

・組合せ加点は下記のような組み合わせに与えられる（すべて逆も可）。 

手放し技 手放し技  
C、D、E、F、G、H、I ＋    C ＝ +0.10 

例）コバチ    ＋  ギンガー  

D、E、F、G、H、I ＋ D、E、F、G、H、I ＝ +0.20 
例）コバチ ＋  コールマン  

・大欠点のある場合は組合せ加点が認められない。 

・組合せ加点を得るためには、それらの技が10技の中に含まれている必要はない。 
 

2) 特別な繰り返し 

・ひねりを伴う技は握り方の違う同じ技（例：リバルコと後方とび車輪3/2ひねり片大逆

手）を行うことはできない。行った場合は、難度の高い順に認められる。 

・アドラー系の技は、演技中に最大2回まで実施することができる。この場合難度の高い順

に認められる。 

3) 手放し技は、両手でバーを持ち明確な懸垂局面を示して難度認定となる。片手で持った場合

は、最終的に両手で持った時点か、他の技が明確に開始された場合に難度が与えられる。 

4) 浮腰回転やとび車輪でひねりを伴う技において、水平より高い位置で技を完了しない捌きは

難度不認定になる。 

5) 浮腰回転やひねりを伴う技での停滞、とびひねり技でとびが見られない握り換えは難度を分

割する。 

6) 肩を反転した状態での逆手背面車輪は大逆手車輪（B難度）と判定する。 

7) 大逆手車輪（B 難度）は、以下のようにバーを越えることで難度を認定することができる。 

例）アドラー（C）～大逆手振り上がり（大逆手車輪：B）～大逆手エンドー（C） 
リバルコ（D）～大逆手振り上がり（大逆手車輪：B）～大逆手エンドー（C） 

8) また以下のように、バーを越える前に持ち換えた場合は、大逆手車輪（B 難度）は認定されな

い。 

例）アドラー（C）～大逆手振り上がり逆手持ち換え（難度なし） 

リバルコ（D）～大逆手振り上がり逆手持ち換え（難度なし） 

9) 15-2 条-2/6.a)アドラー系の技は 2 回まで実施できるという条項において以下のように判定する。 

例） ①アドラー・・・・・・・・・・・・3 つ目で不認定 

②アドラーひねり倒立・・・・・・・D 難度（難度順に 2 つ目） 

③アドラー1 回ひねり逆手倒立・・・E 難度（難度順に 1 つ目） 

例） ①アドラー（落下による不認定） 

②アドラー・・・・・・・・・C 難度（①の復行、難度順に 2 つ目） 

③アドラーひねり倒立・・・・D 難度（難度順に 1 つ目） 

※アドラー系の技は落下をしても、落下に至るまでの経緯によってはカウントする場合がある。 

（技の終末局面が認められた場合や、落下前に懸垂状態があった場合等） 

D 審判が技をカウントした場合はその技をやり直すことはできず、アドラー系の技数の制

約にも抵触する。 

10) 大逆手エンドーの成立は、終末局面である倒立位から 45°以内に収まるか、早めに逆手に持ち

換えて前方車輪につながるような捌きであれば難度認定される。また、倒立に上がらないで

順手に持ち換えて後方車輪に繋がるような実施では不認定となる。 

11) 伸身で行う技は全経過伸身姿勢を示さなければならず、経過中に屈身やかかえ込み姿勢がみ

られた場合、低い難度で判定する。後方伸身 2 回宙返り 2 回ひねり下りにおいて、後半に膝

をまげるような実施は、かかえ込みと判定し D 難度とする。 
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12) 伸身トカチェフは、明らかな腰のまがり（90°）が見えた場合 C 難度(屈身トカチェフ)とする。 

13) ヤマワキは、上昇の仕方、腰のまがり具合、ひねりの度合いを総合的に判断する。明らかな

腰のまがりが見られた場合や、表現が著しく乏しい実施はボローニン（B 難度）と判定す

る。 

14) 片手懸垂になる技はバーの下を最大 2 回通過することが認められる。 

15) モズニク等で、懸垂後に後ろ振り倒立または手放し技へ連続出来なかった場合や腕を交差し

ただけの実施は、ひねらなかった技として判定される。 

16) リバルコ片手懸垂やツォ・リミン（Ⅰ‐27）にひねりを加えても難度が上がることはない。 

17) 前方浮腰回転開脚抜き懸垂（支持）（Ⅲ-103）は車輪からでも、懸垂前振りからでもよい。 

18) ツォ・リミンでひねりが不十分な場合（最初のひねりで 90°を超える逸脱）、D 審判によっ

て難度は認められず、E 審判によって 0.50 の減点を受けることになる。その際は、前方片手

車輪（B 難度）としても認められない。 

19) ツォ・リミンは技の完了に際し、逆手でも片逆手でも認定する。 

20) ひねって片手大逆手になる技は、片大逆手で実施したのと同一枠・難度である。 
21) ヤマワキひねりは、難度認定のためにはすべて同一方向にひねり続けなければならない。 
  異なった方向にひねり戻した場合は、D 審判によって技は認定されない。 

22) 懸垂前振りやシュタルダーからとび1回ひねり大逆手または片大逆手になる技は認められず、

技の意図する方向でない事に対し0.50の減点となる。 

23) シュタルダーから1/2ひねる技は、手を横にずらしてからひねるとシュタルダー（B）とその

後のひねりを分割して認定する。 

24) 後方とび車輪 1 回ひねり（クースト）は明らかなとびを示さなければならない。明らかなと

びがない場合、技は認められない。 

25) 順手背面懸垂前振り上がり後方浮腰回転倒立（ケステ）の最終局面で足を抜いたのち、即座

にシュタルダーに持ち込む場合、ケステのC難度は認めらず、シュタルダーのB難度は認定さ

れる。 

 

26) 新しく追加された技 

①  伸身コバチ2回ひねり（ミヤチ）：I難度（Ⅱ‐96） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ゲイロード1回ひねり（コーディノフ）：G難度（Ⅱ‐66） 
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2. 演技実施上の確認事項 

1) 車輪での単純な横への手のずらし（片手も含め）は実施減点となる（0.10）。 

2) ひねりを伴う技はひねり終わってバーを持った時の角度で判断をする。 

3) 後方とび車輪1回ひねり（クースト）で片手ずつ握るような実施は減点となる（0.10、0.30）。 

4) 手放し技では、バーを握る前に身体をよく伸ばさなければならない。身体の伸ばしが不十分

な捌きや、膝のまがった実施、身体が歪んだまま懸垂になるものは実施減点となる。 

5) 浮腰回転ひねり系の技において、ひねりの前に倒立で停滞するような捌きは減点であり、そ

の上分割した難度認定の可能性がある。片大逆手になる技で高い位置でバーを握ってもひね

りが完了していない実施は減点となる。 

6) 手放し技や終末技の前の車輪での膝まがりは実施減点となる。（0.30、0.50） 

7) 手放し技や終末技の前の車輪の倒立位からの外れに対する減点はない。 

8) ヤマワキ（Ⅱ‐4）は、伸身で身体が垂直にバーを越えなければならない。バーを越える際の

過度の腰のまがりや不完全な実施は減点の対象となる。 

9) モズニク等の1/2ひねりを伴う手放し技は、持つまでに90°以上ひねらなければならない。不十

分なひねりに対しては0.10、0.30、0.50の減点となる。 
10) 倒立へ上げる途中での脚の下がりは、減点の対象となる（9-3条2.d）。  

15°まで・・・・－0.10 
16°～30°・・・－0.30 
31°～45°・・・－0.50 
45°を超える・・－0.50（不認定） 

11) 無価値な振れ戻り（－0.30） 

・け上がり倒立や後ろ振り上がり倒立－後方車輪、後方浮支持回転倒立、シュタルダー等 

・懸垂後ろ振り－とび順手持ち換え前振り 

・後ろ振り上がり倒立とび順手持ち換え－後方車輪、後方浮支持回転倒立、シュタルダー等 

  ※倒立位から外れた角度も評価の対象となる 

12) 振動倒立（経過）技について。 
 
 
 

①  0°～15°……減点なし 
② 16°～30°…… －0.10 
③ 31°～45°…… －0.30 
④ 46°～90°…… －0.50 
⑤ 91°以下 …… －0.50（難度不認定） 

 
 
 
 
 

13) ひねりから（片）大逆手になる技は次の角度逸脱の減点を受ける。 

 

 

 

0°～30°……減点なし 
31°～45°…… －0.10 
46°～90°…… －0.30 
91°以下 …… －0.50（難度不認定） 
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14) アドラー（1回）ひねり倒立で逆方向へ戻った場合は、技が意図する方向へ続かなかったと判

断し、0.50 の減点を受ける。しかし、角度が満たされていれば難度は認定される。 

15) 宙返りを伴いバーを越える手放し技は車輪技に続けなければならない（バーを越える）。続か

なかった場合は 0.30 の減点となる。他の手放し技に続けた場合は対象外である。 
16) エンドー、シュタルダー、ワイラーの開始局面で、倒立位からの逸脱は減点対象となる

（0.10、0.30、0.50）。一方、アドラー系の技については開始局面で倒立位から行う必要はな

い。 
17) 順手背面懸垂前振り上がり後方浮腰回転倒立（ケステ）の最終局面で足を抜いたのち、即座

にシュタルダーに持ち込む場合、倒立に収めなくても減点にはならない。ただし、技の捌き

次第による技術欠点、姿勢欠点は相応に減点される。 

18) 後方浮腰回転後ろ振り出し順手背面懸垂（Ⅲ-81）は、後半の後ろ振り出しの局面でバーを越

える時点では脚上挙支持の体勢であり腕と上半身の角度が 45度を超えて開いていることを求

める。それに満たない場合、減点対象とする（わずかに不足：0.10、不足：0.30）。 
バーを越えてから振り出された場合は 0.50 の減点となる。バーに身体が触れてからの実施は

A 難度で認定とする（国内対応）。 
 
 
 
 
 
 

減点無し     0.10 減点      0.30 減点     0.50 減点（A 難度） 
 

 
3. その他 

1） 演技中のプロテクターの破損について、プロテクターがはっきりと切れ、落下や中断につなが

った場合、選手は減点なしで演技全体をやり直すことができる。その際は審判長の許可を得

て演技はローテーションの最後に行う。元々最終演技者であった場合は審判長の裁量で許さ

れた時間の後に演技を行う。選手が演技やり直しの許可を得るためには、ただちに破損した

プロテクターをD1審判に見せなければならない。  
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２．タイ・ブレイクについて 

下記は 2019 年 FIG 競技規則を抜粋した内容である。競技会における同点の扱いについては競技

会ごとの申し合わせ事項であり、参考としてこの一部または全部を準用・適用するのも主催団体の

裁量であるが、必ず競技会前に確認しておく事が望ましい。 
 

2019 年版  体操競技 タイ・ブレイク規則 

タイ・ブレイク規則（オリンピック、世界選手権および FIG 公認の全ての大会に有効） 
全ての予選・決勝競技においていかなる場合も、同点の場合は下記の通り順位が決定される 

 
第１条 個人総合の予選・決勝競技 
◇個人総合競技において同点の場合は、下記基準に準じ順位が決定される。 

1. 競技で獲得した得点の内、男子では高い方から 5 種目、女子では高い方から 3 種目のスコア

の合計が高い方を上位とする。 

※それでも同点の場合、種目数を減らし、順次決定する。 

2. 依然として同点の場合、全種目の E スコアの合計が最も高い選手を上位とする。 

3. 依然として同点の場合、全種目の D スコアの合計が最も高い選手を上位とする。 

それでも同点の場合、これらの選手を同順位とする。 

 
第２条 種目別の予選・決勝競技 
◇種目別競技において同点の場合は、下記基準に準じ順位が決定される（跳馬は除く）。 

1. E スコアが高い選手を上位とする。 

2. 依然として同点の場合、D スコアが高い選手を上位とする。 

3. 依然として同点の場合、これらの選手を同順位とする。 

◇種目別跳馬の競技で同点の場合は、下記基準に準じ順位が決定される。 
1. 二本の跳越の得点の合計が高い方の選手を上位とする。 

2. 依然として同点の場合、どちらかの跳越で最も高い E スコアを有する選手を上位とする。 

3. 依然として同点の場合、どちらかの跳越で最も高い D スコアを有する選手を上位とする。 

それでも同点の場合、同順位とする。 

  
第３条 団体総合の予選・決勝競技 
◇団体総合の競技で同点の場合は、下記基準に準じ順位が決定される。 

1. 獲得したチーム得点の内、男子では高い方から 5 種目、女子では高い方から 3 種目のスコア

の合計が高い方のチームを上位とする。 

※それでも同点の場合、種目数を減らし、順次決定する。 
なお同点の場合は、これらのチームを同順位とする。 
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３．2019 年度内規 

◆ 本規則は、本情報が発行した日より適用とする。 

□ ケガや出血等での対処 

競技中に落下等の原因によりケガや出血等が見られた場合、状況により審判長、医師らの判断

により演技の続行または中止を決定する場合がある。 

 

□ 次の項目は以下に示す競技会以外の大会で適用する。 

・第 73 回全日本体操競技選手権大会（個人総合選手権、種目別選手権、団体選手権） 
・スーパーファイナル 
・第 58 回ＮＨＫ杯体操 
・2019 全日本ジュニア体操競技選手権大会（1 部） 
・第 73 回全日本学生体操競技選手権大会 
・第 52 回全日本シニア・マスターズ体操競技選手権大会（1 部・シニアの部） 

１）① 終末技グループの要求難度について  
・A 難度の終末技 ・・・ ＋0.10 
・B 難度の終末技 ・・・ ＋0.20  
② 下記の宙返り下りは A 難度とする  
・つり輪、平行棒、鉄棒の前方・後方のかかえ込み宙返り下り 

２）つり輪 
・ゆっくりと伸腕伸身後転背面懸垂（2 秒）：C 難度（条件：輪のひとつ下の位置での実施） 
 
 
 
 
 
 
適用大会：U-15、U-12、全日本ジュニア選手権 2 部、その他中学生以下を対象とする競技会。 

 
 マナー・モラルについて 

採点規則に記載されていない競技会における演技中や演技の前後、競技場内での行動や振る舞

いについて、前号から引き続き踏襲し、以下の内容を守っていただきますようお願い申し上げま

す。 

① 着地の際のガッツポーズ 

演技の終了を示すポーズと礼をするまで演技の一部です。着地直後、演技の終了を示すポー

ズを示す前にガッツポーズをとることは控えてください。 

② 平行棒での事前調整 

跳馬終了後、種目移動前の事前の準備や演技後での器械の調整は３名までと致します。また、

選手が着地のポーズをとっている最中に次の選手やコーチがマット上に上がることのないよ

うにお願いします。他の種目についても同様とします。 

③ マグネシウムや霧吹き、調整器具（ドライバー等）の使用方法 

準備の際、マグネシウムをばら撒くように使いマットを白く汚したり、霧吹きや雑巾を投げ

るなど乱雑に扱うシーンが見受けられます。また、手に大量にマグネシウムを付けた後、叩い

たり、マット上で擦り落とす光景も見られます。器械器具や消耗品を問わず、道具の取り扱い

には注意を払うようにお願いします。 

認定     A 難度 
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平行棒では、霧吹きや雑巾をマット上に置いたまま、演技をすることは避けて下さい。 

鉄棒において、ワイヤー調節のためのドライバー等がゆかの上に乱雑に置かれている場合が

あります。演技前に片付けるか、所定の場所に置くようにして下さい。 

④ ローテーション時の移動、整列 

種目移動は、出来るだけ速やかにお願いします。整列は全種目とも D 審判席の前にお願いし

ます。また、整列直前での器械やプロテクターの調整は控え、他種目で整列している選手を待

たせないようにして下さい。 

⑤ 採点間や待機時（ウォームアップ時以外）のマット上での練習 

特別に許可された大会を除き、マットや跳馬の助走路での柔軟や倒立は控えてください。 

⑥ 頭髪や服装、タトゥー 

国際大会でタトゥーを入れている他国の選手が見受けられます。文化・風習の違いはありま

すが、日本においては禁止と致します。また、多くの方が不快に感じる奇抜な頭髪や服の着こ

なしなどは避けてください。体操競技は美を競うスポーツです。アピールは美しい演技で行っ

て下さい。 

⑦ 携帯機器の使用 

携帯機器をアリーナ内で使用することは禁止されています。競技中は使用を避けて下さい。

競技会の様子や成績などについて、SNS 等による情報発信は不特定多数が見る場への投稿であ

ることを十分に理解し、「著作権」や「肖像権」も慮り責任をもって対応をして下さい。取り扱

いには十分ご配慮願います。近年の簡易な通信伝達手段の普及により、様々な情報が瞬く間に

伝播されています。大変便利な反面、真偽が判らない情報も制限なく発信されており、選手に

関することや発信元が不明なルールに関することなども見受けられます。そのような情報には

惑わされることないようにするとともに発信源にならないようご注意下さい。 

 

※ その他、選手・コーチ・審判員は、競技会場内外における自身の行動にもご注意いただき、

マナーアップへのご協力をお願い致します。 

 


